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合い言葉：石東中は未来の私の出発点 
 

 
夢は大きく、目標は小さく 

 
 ５月２０日の今日、今年度最初の定期考査が実施されました。１年生にとっては中学校で初めて
の慣れない定期考査で、少し緊張したのではないでしょうか。結果が気になるところですが、これ
までの学習への取組がどうだったか、自身の反省を今後に活かしていきましょう。 

 
私は、時々、休みの日に登山を楽しんでいます。登山をしていると、しばしば、なぜこんな所に

と思うような場所に何十トン、何百トンもありそうな巨岩や、今にも崩れそうに見えて微妙なバラ
ンスを保ち留まっている岩などといった不思議な光景に出会うことがあります。    

奥秩父に十文字峠という所があり、その一帯はシャクナゲの名所として知られています。峠近く
にある十文字小屋の周りに咲くシャクナゲも、５月中頃になると枝先に紅紫色の花を咲かせ、多く
の登山客の目を楽しませてくれます。また、山小屋から少し離れた信州側の斜面に「乙女の森」と
名付けられた場所があり、そこはカラマツやシラビソなどが生い茂る黒々とした樹林帯なのですが、
一画だけに木々がなく、地面がシャクナゲで埋め尽くされている場所があります。なぜその一画だ
けにシャクナゲが群生しているのかとても不思議ですが、実は、「雷」が大きく関係しているそう
です。「乙女の森」は、気流の関係からちょうど雷の通り道になっているようで、頻繁に落雷があ
るそうです。雷は、カラマツやシラビソなどの高い木に落ち、雷の落ちた木は折れたり、燃えたり
して枯れてしまい、その結果、あたりに空間ができて日が差し込み、日当たりの良い場所を好むシ
ャクナゲが少しずつ増え、長い年月を経てシャクナゲの群生地となったのです。 

シャクナゲは湿っている場所が苦手で、霧が発生する秩父側にはほとんど見られず、日当たりの
良い信州側に多く生息します。シャクナゲにとって日光はとても大切で、隣り合ったシャクナゲで
も片方は満開に花を咲かせているのに、もう片方は固い蕾のままのシャクナゲがあり、決まってそ
うした蕾の上にはシラビソが枝を伸ばし日光を遮っているのです。でも、そんなシャクナゲも時期
を遅らせて開花を迎えますが、日当たりの良いシャクナゲよりもきれいな花を咲かせます。それは、
シラビソの枯れ葉が地面に落ち、その葉が腐葉土となり、蕾のままだったシャクナゲに十分な栄養
を与えるからです。災いである雷が落ちることで、奇跡とも言えるシャクナゲの群生地が生まれる。
自然というのは、実に様々な偶然が重なり合いながらも上手くできているものだとつくづく感心さ
せられます。そうした自然の中に身を置くと、長引くコロナ禍での日常が嘘のように感じられます。 
 私の登山は、1,000m に満たない低山から関東近県に足を延ばし 3,000m 級の山にも出かけますが、

毎回、登り始めて１時間も経たないうちに息が上がって汗だくになり、途中、何度も歩みを止め、

なかなか目的の頂上が見えてこないことに何度も心が折れそうになります。でも、そんな時は、「歩

みを止めれば楽にはなるけど、一歩でも前に進めば、その分頂上に近付くのだ。」と、自分に言い

聞かせ、見えない頂上のことばかりを考えるのを止め、少し先にある岩や木々に目標を定め、「先

ずはあそこまで」と、足下だけに目をやりながら、一歩ずつゆっくりと登って行くようにしていま

す。すると、気が付くといつの間にかその目標に達していて気持ちが少し楽になり、「よし、次は

あそこまで」と、それを何度も繰り返しながら、どうにか頂上に辿り着くというのが私の登山です。      

登山は、よく人生に喩えられることがあります。人の一生には、辛いことや悲しいこと、乗り越

えなくてはならない困難に幾度か出会います。そうした困難を、ただ考えあぐねてため息ばかり付

き、乗り越えようと努力しなければ何も解決しません。たとえ小さな努力でも、その困難を乗り越

える努力を重ねれば、登山と一緒でいつかは必ず乗り越えられるはずです。 

 皆さんは、学校生活や自分の将来にどんな目標や夢をもっていますか。最初からあまり大きな目
標を設定すると、すぐに息切れしてしまうかもしれません。自分の夢の実現には、地道な努力の積
み重ね、小さな目標達成の繰り返しが何より肝心だと思います。 

お問い合わせ先電話番号 03－3996－2157 

※ホームページ：http://www.shakujii-e-j.nerima-tky.ed.jp/ 



 
 

 
 

●進路説明会〈４月２２日（金）〉 
３年生を対象に行われました。今年度は生徒と保護者が、体育館に 

集まり、進路決定の流れや細かな入試制度について、説明を行いました。
コロナ禍のなか、感染防止対策に努めながらの実施となりました。あり
がとうございました。 
 
 
 
●離任式〈４月２８日（木）〉 

昨年度で離任された先生方がお越しになり、在職中の思い出や在校生
と別れを惜しむお話を伺うことができました。代表生徒からは、感謝の
言葉と花束を贈呈しました。離任された先生方、「今までご尽力ありがと
うございました。これからのご活躍をお祈りしております。」 
 
 
 
 
●自転車安全教室～スケアード・ストレイト～〈５月２日（月）〉 
「スケアード・ストレイト方式」を用いた自転車安全教室を行いました。 

スケアード・ストレイトとは再現された事故を直視することで、交通事
故の怖さを体験するという「交通安全教室」です。危険な自転車運転を
した場合、どのような交通事故に遭遇してしまうのかをスタントマンの
方が実演してくださり、改めて交通安全について意識の向上を図ること
ができました。 
 
 
 
●情報モラル講習会〈５月６日（金）〉 
「楽しいコミュニケーションを考えよう！使い過ぎ編」をテーマに、

LINE みらい財団のインストラクターの方に ZOOM を用いて講演していた
だきました。インストラクターの方から出された質問に生徒が答え、そ
の答えを生徒全員で共有して、さらに考えを深めていくという参加型の
講演でした。楽しく学ぶことができた時間になりました。 
 
 
 
 
 
 
●移行期間５月６日～６月６日  

６月７日（火）から本格的に夏服に衣替えとなりますが、その前にこの時期、夏服と冬服姿が入
り交じる「移行期間」が始まっています。衣替えになると、ジャケット姿から、白のポロシャツや
ワイシャツ・ブラウス姿に変わり、教室も一気に明るい雰囲気に変わります。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

今後の主な行事 

主な行事の紹介 

5／23(月) 運動会練習開始  ／ 7(火) 運動会予備日        ／16(木) 校区別協議会・歯科検診(３年) 
     教育実習開始    ／ 8(水) 眼科検診・職員会議    ／20(月) 水泳指導始・食育の日     
／26(木) 都学力調査(３年) ／ 9(木)  歯科検診（１年）             都・学力調査(1 年)  
／27(金) 運動会係会           都学力調査（２年）    ／22(水) 区中研優先日      
／31(火) 予行準備        ／10(金)  教育実習終了  避難訓練  ／27(月) 定期考査１日目 

6／ 1(水) 運動会予行     ／11(土) 学校公開・いのちの講演会 ／28(火) 定期考査２日目 
／ 3(金) 運動会準備    ／13(月) 専門委員会        ／29(水) 定期考査３日目        
／ 4(土) 運動会      ／14(火) 歯科検診(２年)         
／ 6(月) 振替休業日    ／15(水) 校内研修       

衣替えのお知らせ 


